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１ 計画の基本構成

「北海道Society5.0」の姿

未来技術を活用して、すべての道民やあらゆるモノがつながり、さらには広く公開された官民データに容易にアクセスできるようになること
で実現する「北海道の未来社会」

基本理念 『未来技術を活用した活力あふれる北海道』の実現
～AI、IoTなどの先端技術を駆使し、ピンチをチャンスに変える課題解決先進地へ～
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取組方針

未来技術を活用した産業振興と多様な主体の連携による
新たな価値創造

未来技術を活用した将来にわたり安全・安心で
豊かな生活の実現

未来技術の活用を前提とした仕組みづくり

未来技術を支える社会的・人的基盤の整備
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データの共有と
活用の仕組みづくり

医療・福祉、教育、交通・物流、
地域生活、環境・エネルギー等

農林水産業、地場産業、観光振興、
研究開発、社会資本整備等

利用者視点のデジタル化、
マイナンバー制度 等

オープンデータの推進、データの利
活用

情報通信基盤の整備、セキュリティ
対策、デジタル人材育成・確保 1



２ データ利活用に向けた国の取組

国では、データの信頼性を確保するため、データ提供主体の真正性・データの信頼性等に関わる共通ルールの整理を進めつつ、
その社会実装に向けて共通のルールの具体化に向けた取組を「デジタル社会構築タスクフォース」を設置し、検討している。

デジタル社会構築タスクフォース（内閣官房）

 デジタル化による社会全体のイノベーションを加速する観点から、各府省で進められてきたIT施策について、
分野をまたがるシステム連携やデータ流通等を前提とした制度設計の最適化を行うことが必要として設置。

データ環境整備の方向性に関する取りまとめ（R2.6.26）

 農業、農業、防災・減災、インフラ、物流、自動運転など様々な分野で進められている官民のデータ連携の取組について、
「データ・ツール」「ルール」等の観点から棚卸し調査を実施。加えて、海外や民間での先進的な取組事例を整理。

 これらを踏まえ、各分野内でのデータ連携や、分野を跨ったデータ連携を進めるために、各分野が留意すべき共通ルール
を抽出。

デジタル社会の成長戦略としての「データ戦略」（仮称）

国は、デジタル庁の新設に合わせ、デジタル社会の成長戦略として「データ戦略」（仮称）を2021年夏を目途に策定する方針。
「データ戦略」（仮称）：デジタル化によって生み出された個人や産業の各種データを使い、新たなサービスや社会経済活動
の創出に繋げることとされる。

（10/7（火）内閣官房長官 記者会見）
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２ データ利活用に向けた道内の状況

北海道オープンデータ・プラットフォーム

道では、オープンデータの取組に関して、「北海道オープンデータポータル」を開設し、北海道電子自治体推進協議会への加
盟団体である道及び120市町村がポータルでデータを公開できる体制を取っている。また、（一社）北海道オープンデータ推進
協議会が作成したプラットフォーム（HODaP）では、会員登録を行うことで道内全市町村が利用できる体制を取っている。
政令市である札幌市においては、国の補助金を活用し、独自の官民オープンデータ利活用プラットフォームを開設し運用して
いる。

北海道オープンデータポータル DATA-SMART CITY SAPPORO

運営主体 （一社）北海道オープンデータ推進協議会

データ数 201件

運営主体 北海道電子自治体推進協議会

データ数 1,223件

運営主体 （一社）札幌圏地域データ活用推進機構

データ数 201件

【道内の主なプラットフォーム】

※その他、オープンデータに関しては各市町村のホームページなどへの掲載といった形でも取り組まれている。

開始市町村数 ５０/１７９ 3



３ 北海道オープンデータポータルのデータセット例

ポータルサイト
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４ データ利活用事例

さっぽろ保育園マップ

保育所、幼稚園などを地図に表示する「さっぽろ保育園
マップ」は、札幌の市民団体が作成したもので全国約20
都市で利用されている。

新型コロナウイルスまとめサイト

東京都によりオープンソースとして公開された情報を基に市民有
志により作成されたWebサイト。
新型コロナウイルス感染症のデータを北海道オープンデータポー
タルから自動取得することで更新する。
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５ 東京都、札幌市との意見交換



8/11 東京都との意見交換（データ利活用）

次期計画の柱の１つに掲げた「データ利活用」について、官民連携データプラットフォームの構築の準備を今年度から始めた
東京都と意見交換を行った。

テーマ

1

2

互いのSociety5.0に向けた取組の紹介

意見交換（民間データのオープン化手法、プラットフォームの運営方法）

「Society5.0」社会実装モデルのあり方検討会
（H31.4 設置）

参照：東京都ホームページから 7



9/16 札幌市との意見交換（データ利活用）

次期計画の柱の１つに掲げた「データ利活用」について、総務省や経済産業省の補助金等を利用して官民連携データプラット
フォームの構築を行った札幌市と今の進捗状況の聞き取り及び今後の展開について意見交換を行った。

課題

 リアルタイムデータの公開に関する組織内部の理解促進

 データの精製に関するコスト

 収集したデータの活用イメージがないとどう使えばいいのか想像が困難

 民間のデータの充実

今後の展開

 ハッカソンやアイデアソンといったイベントでの協力。

 プラットフォームの改善等に向けて意見交換を継続。

参照：北海道Society5.0懇談会資料から 8



６ データの利活用に向けた課題

収集

蓄積

利活用

 公表データ（見栄え重視）とオープンデータ（利便性重視）で、表などの作りが異な
る場合には手間が増えるとして公表データ＝オープンデータとされてしまう。

 メリットが事務担当者に十分に伝わっていない。
 リアルタイムデータの公開のハードルが高い。（技術、金銭、個人情報など）
 民間データは特にマネタイズ出来る場合、オープンデータとならないことが多い。

 データプラットフォームの運用主体をどのようにするか。
 第三者機関とする場合、自走をどのように図るか。
 データの信用性をどのように担保するか。

（データガバナンスのポリシー作り）

 民間が使いたい行政データがオープンデータとされていないケースが多い。
（リアルタイムデータなど）

 データを使ったサービスのイメージが官民含めて難しい状況にある。
 データを使うことの出来る人材が官民含めて不足している。
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７ 意見交換の視点

データの利活用に向けた促進策について
～「第４章 施策の展開～データの共有と活用の仕組みづくり」～
（オープンデータの推進やデータ利活用に向けた課題や仕組みなどに関する検討）

第４章に示した施策展開の内、ここでは、「北海道Society5.0」の実現に向けた様々な施策の成功の鍵となる、
分野横断的視点である「データの利活用」に関して、ご意見を頂きたいと考えている。

※ 各委員の専門領域も交えながら、ご自由にご発言、ご議論ください。
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